
広報佐久

今月のトピックス
令和３年８月



２

令和３年８月の出来事

２０２１ＵＣＩトライアルワールドチャンピオンシップス　出場報告

エストニア共和国大統領来訪

　８月６日、佐久市と姉妹都市のサク市があるエストニア共和国　ケルスティ・カリユラ
イド大統領が、佐久市長へ「テッラ・マリアナ十字勲章」授与のため、佐久市に来訪され
ました。
　テッラ・マリアナ十字勲章は、エストニアに対して顕著な功績を残した外国人に授与さ
れる勲章で、今回、サク市との姉妹都市交流を通じた両国間関係の発展への功績が認めら
れ、受章となりました。

　８月２日、スペインのビックで開催される、２０２１ＵＣＩトライアルワールドチャンピオ
ンシップスに出場する、佐久市浅科出身の土屋凌我さんが、市長を表敬訪問されました。
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東京２０２０オリンピック競技大会陸上女子５０００ｍ　出場報告

東京２０２０パラリンピック聖火フェスティバル

　８月12日、東京2020オリンピック競技大会で陸上女子5000ｍに出場した、佐久市浅科
出身の萩谷楓さんが市長を表敬訪問されました。
　大会では、残念ながら予選突破はなりませんでしたが、見事自己ベストを更新されまし
た。

　８月24日から開催される東京2020パラリンピック競技大会に先駆けて、８月13日、聖
火フェスティバルを佐久市で実施しました。
　感謝と祈りを捧げる祖霊信仰であるお盆の迎え火を「復興と支援に対する感謝の火」と
して令和元年東日本台風災害から復旧した市内水田の稲わらを使い、採火しました。
　これらの採火された火が全国から集まり、パラリンピックの聖火として灯されました。


